
両
日
と
も
午
前
中
に
行

わ
れ
、
午
後
は
Ｌ
Ｈ
Ｒ
と

な
る
。
過
去
は
午
後
も
試

合
が
行
わ
れ
て
い
た
が
、

今
回
は
時
間
が
短
縮
さ
れ

た
形
だ
。
ま
た
、
例
年
女

子
は
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
、
男
子
は
サ
ッ
カ
ー
だ
っ

た
が
、
今
年
は
男
女
と
も

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
を
行
い
、

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
制
で
ク
ラ

ス
順
位
を
決
定
す
る
。

種
目
の
変
更
に
つ
い
て

生
徒
会
の
濵
田
先
生
に
お

話
を
う
か
が
っ
た
と
こ
ろ

「
一
つ
の
ボ
ー
ル
に
向
か
っ

て
集
ま
る
こ
と
は
、
感
染

の
可
能
性
を
高
め
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
そ
れ
を
避

け
る
た
め
、
今
回
の
決
定

に
至
り
ま
し
た
」
と
い
う

こ
と
だ
。

2
年
生
の
一
部
の
ク
ラ

ス
で
は
、
文
化
祭
の
中
止

に
よ
り
作
れ
な
か
っ
た
ク

ラ
ス
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
制
作
す

る
。
発
案
者
の
一
人
で
あ

る
2
年
5
組
の
河
内
さ
ん

は
「
ク
ラ
ス
Ｔ
シ
ャ
ツ
に

は
入
学
前
か
ら
あ
こ
が
れ

が
あ
り
ま
し
た
。
デ
ザ
イ

ン
や
色
も
多
数
決
を
取
り
、

ク
ラ
ス
全
体
で
作
り
上
げ

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

み
ん
な
協
力
し
て
く
れ
て

と
て
も
あ
り
が
た
か
っ
た

で
す
」
と
話
し
た
。

3
月
31
日
、
美
高
吹
奏
楽

部
の
第
31
回
定
期
演
奏
会

が
、
佐
伯
区
民
文
化
セ
ン

タ
ー
の
大
ホ
ー
ル
で
開
か

れ
る
予
定
だ
。
昨
年
度
は

行
え
な
か
っ
た
た
め
、
こ

ち
ら
も
2
年
ぶ
り
の
開
催

と
な
る
。

部
員
た
ち
は
「
コ
ロ
ナ

対
策
を
行
い
、
創
部
以
来

か
ら
の
伝
統
を
守
る
た
め
、

で
き
る
限
り
の
こ
と
を
し

た
い
」
と
意
気
込
み
を
み

せ
た
。
な
お
入
場
に
は
事

前
の
申
し
込
み
が
必
要
と

な
る
。

2
月
1
日
の
放
課
後
、

校
長
室
で
「
児
童
を
交
通

事
故
か
ら
守
る
ポ
ス
タ
ー
」

の
表
彰
が
行
わ
れ
、
ポ
ス

タ
ー
制
作
を
行
っ
た
美
術

部
が
、
警
察
か
ら
感
謝
状

を
受
け
取
っ
た
。
ポ
ス
タ
ー

は
、
交
通
事
故
か
ら
子
供

を
守
る
活
動
の
一
環
と
し

て
佐
伯
区
内
の
高
等
学
校

に
依
頼
し
て
作
成
し
た
も

の
。
美
高
以
外
が
作
成
し

た
も
の
も
含
め
、
ま
ず
広

島
駅
に
、
そ
の
後
小
学
校

に
提
示
さ
れ
る
予
定
だ
。

交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
を

高
校
生
が
描
く
こ
と
に
込

め
ら
れ
た
意
味
に
つ
い
て
、

佐
伯
警
察
署
長
の
新
出
能

裕
警
視
に
お
話
を
う
か
が
っ

た
。

「
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
の

影
響
で
、
毎
年
実
施
し
て

い
た
小
学
生
対
象
の
交
通

安
全
教
室
を
開
く
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ

の
問
題
の
解
決
策
の
一
つ

と
し
て
、
高
校
生
に
ポ
ス

タ
ー
制
作
を
依
頼
し
ま
し

た
。
高
校
生
が
ポ
ス
タ
ー

制
作
に
携
わ
る
こ
と
で
、

小
学
生
に
と
っ
て
は
身
近

な
先
輩
が
作
成
し
た
ポ
ス

タ
ー
を
目
に
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
交
通
安
全
へ

の
関
心
が
一
層
高
ま
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
高
校
生
自
身
が
社

会
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
学

ぶ
き
っ

か
け

に
も
な
る
と

思
い
ま
す
」

美
高
も
、

近
隣
に
あ
る

五
日
市
高
校

も
、

自
転
車

通
学
者
の
割

合
が
市
内
の

他
高
校
と
比

べ
て
多
い
そ

う
だ
。

自
転

車
に
よ
る
事

故
の
危
険
性

も
高
い
。

こ
の
よ
う
な
取
組
を
通

じ
て
、
高
校
生
が
ル
ー
ル

や
マ
ナ
ー
を
意
識
す
る
よ

う
に
な
る
こ
と
で
、
安
全

に
繋
が
る
、
と
の
こ
と
だ
。

美
術
部
部
長
2
年
4
組

の
佐
藤
さ
ん
は
「
今
回
の

ポ
ス
タ
ー
で
、
小
学
生
だ

け
で
な
く
高
校
生
も
、
歩

き
ス
マ
ホ
や
危
険
運
転
が

無
く
な
る
よ
う
意
識
し
て

ほ
し
い
」
と
話
し
た
。

美
高
で
も
、
し
ば
し
ば

生
徒
の
交
通
マ
ナ
ー
が
問

題
に
な
る
。
地
域
の
方
か

ら
の
注
意
の
知
ら
せ
を
、

Ｈ
Ｒ
で
聞
く
こ
と
も
多
い
。

こ
の
問
題
は
日
本
全
体
の

問
題
だ
と
も
言
え
る

▼

自
転
車
事
故
に
焦
点
を
当

て
る
と
、
割
合
が
最
も
多

い
の
は
シ
ニ
ア
で
は
な
く

中
高
校
生
で
あ
る
。
特
に

7
時
～
8
時
、
16
～
18
時

の
通
学
時
間
帯
に
事
故
が

多
く
、
そ
の
原
因
の
7
割

が
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ

や
傘
さ
し
運
転
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
を
見
な
が
ら
の

運
転
で
あ
る

▼
言
う
ま

で
も
な
く
す
べ
て
法
令
違

反
だ
。
逆
に
言
え
ば
、
ル
ー

ル
を
き
ち
ん
と
守
れ
ば
重

大
事
故
に
遭
う
危
険
性
は

大
き
く
減
る
。
自
転
車
が

悪
い
の
で
は
な
く
、
運
転

者
の
責
任
だ

▼
自
分
が

被
害
者
に
な
っ
て
命
を
落

と
す
か
も
し
れ
な
い
し
、

他
人
を
被
害
者
に
し
た
あ

げ
く
、
数
千
万
円
の
賠
償

請
求
額
を
負
う
か
も
し
れ

な
い
。
そ
ん
な
悲
惨
な
事

故
が
起
こ
る
前
に
、
交
通

ル
ー
ル
を
も
う
一
度
意
識

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
。

（
川
崎
壮
一
郎
）

年
度
内
最
終
号
で
す
。

年
間
20
号
達
成
し
ま
し
た

第１２５号 坂 の 上 通 信 令和３年２月２２日

令

和

三

年

二

月

二

十

二

日

広
島
市
立
美
鈴
が
丘
高
等
学
校

新
聞
文
芸
部
（
四
〇
三
演
習
室
）

今
回
は
、
国
語
科
の
宮

崎
先
生
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

を
行
っ
た
。

―
ど
う
し
て
先
生
に
な
ろ

う
と
思
っ
た
の
で
す
か
。

小
１
の
時
の
先
生
が
と

て
も
優
し
い
先
生
で
、
憧

れ
た
か
ら
で
す
。

―
休
日
は
ど
の
よ
う
に
過

ご
し
て
い
ま
す
か
。

コ
ロ
ナ
前
は
毎
週
映
画

館
に
行
っ
て
い
ま
し
た
。

一
番
印
象
に
残
っ
て
い
る

映
画
は
「
ニ
ュ
ー
・
シ
ネ

マ
・
パ
ラ
ダ
イ
ス
」
の
完

全
版
オ
リ
ジ
ナ
ル
。
人
生

が
変
わ
り
ま
し
た
。

―
猫
が
お
好
き
だ
そ
う
で

す
ね
。

二
匹
飼
っ
て
い
ま
す
。

こ
ち
ら
を
完
全
に
頼
っ
て

く
れ
る
の
で
、
か
わ
い
い

で
す
。

―
美
高
生
へ
一
言
。

本
気
で
勉
強
し
よ
う
！

歌
は
世
に
つ
れ
世
は
歌

に
つ
れ
。
歌
は
、
時
代
の

ア
ル
バ
ム
で
す
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

先
生
方
の
青
春
時
代
の
思

い
出
の
一
曲
を
、
当
時
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
と
と
も
に
紹

介
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

今
回
は
、
保
健
体
育
科

の
関
先
生
に
コ
メ
ン
ト
を

お
願
い
し
ま
し
た
。

２
０
０
４
年
、
当
時
高

校
生
だ
っ
た
私
は
、
器
械

体
操
に
無
我
夢
中
で
し
た
。

8
月
、
私
は
テ
レ
ビ
の
前

で
祈
っ
て
い
ま
し
た
。
ア

テ
ネ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
男

子
体
操
団
体
総
合
の
鉄
棒

最
終
試
技
者
、
冨
田
洋
之

選
手
の
出
番
で
す
。｢

伸

身
の
新
月
面
が
描
く
放
物

線
は
栄
光
へ
の
架
橋
だ
！｣

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
素
晴
ら

し
い
実
況
の
直
後
、
冨
田

選
手
は
ピ
タ
リ
と
着
地
を

決
め
、
金
メ
ダ
ル
を
勝
ち

取
っ
た
の
で
す
。
自
然
と

涙
が
溢
れ
、
感
動
し
た
こ

と
を
覚
え
て
い
ま
す
。
こ

の
時
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
テ
ー

マ
ソ
ン
グ
が｢

栄
光
の
架

橋｣

。
こ
の
曲
を
聞
く
と

力
が
湧
い
て
き
ま
す
。

曲
名

ア
ー
テ
ィ
ス
ト

栄
光
の
架
橋

ゆ
ず

昨
年
度
は
行
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
ク
ラ
ス
マ
ッ
チ
が
、
3
月
17
・
18
日
に
実
施
さ

れ
る
。
変
更
点
は
あ
る
が
、
今
年
度
の
数
少
な
い
行
事
の
一
つ
と
な
り
そ
う
だ
。

美
術
部

交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
で
感
謝
状感

謝
状
贈
呈
式
（
上
）
と
、
制
作
し
た
美
術
部
の
皆
さ
ん
（
下
）

佐
伯
区
民
セ
ン
タ
ー
で
定
期
演
奏
会

種
目･

日
程
は
部
分
変
更

一昨年度のクラスマッチ。クラスＴシャツを着用している。

一
部
の
ク
ラ
ス
は

Ｔ
シ
ャ
ツ
制
作
も

2
年
5
組
の
デ
ザ
イ
ン
案

練
習
に
励
む
吹
奏
楽
部

お
詫
び
と
訂
正

前
号
の
「
美･

鈴･

鈴･

鈴
」

担
当
者
は
川
崎
君
で
は
な

く
谷
本
惟
斗
君
で
し
た
。


